
クリスマスコンサート新聞
 今回はキャンドルサービスの「メインキャンドルが出来るまで」を、
 取材させていただきました。製作者は小川部長と高瀬さんです。 それではどうぞ！
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川越胃腸病院 創立40周年　第22回クリスマスコンサート

「温かいおもてなし」を、最大の目標にしてきた今年のコンサー
トですが、この手づくり感あふれるキャンドルも、多くの方への
気持ちを込めた素晴らしい作品ですね。

　クリスマスコンサートまで

     あと　　　　　　　日

　第１工程　土台＆型作り
① ベース板に当院のマークを下書き。
② それに沿って、牛乳パックで型を作る。
③ その中に、ロウを固定するための
　  ネジを打っておく。、

　第２工程　ロウ形成
④ 鍋でキャンドルを溶かす。
⑤ 専用塗料を入れピンクにする。
⑥ 粗熱をとったらゆっくり型に流す。
⑦ 形を整える。

　第３工程　仕上げ作業

 40周年にふさわしい
 ステキなキャンドルに
 仕上がりました。

小川 卓　実行委員長 高瀬 由美（検査科）

川越胃腸病院　クリスマスコンサート実行委員会監修　　編集YOKOTA

　　　　結婚式場で多くの祝福を受けた、ブライダルキャンドルを譲り受け『再生』させました。
　　　　 この新たな命が吹き込まれたオリジナルキャンドルは、コンサート終盤に登場します。
         お楽しみに♪

⑧ ドリルで穴を開け、芯を差し込む。
⑨ ４０周年のお祝いメッセージを貼る。
⑩ 万歳！　完成でーす！！！

あっぱれじゃ


